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一
生
ユ
一
一

四

国

白

黒

め

て

の

山

富

で

あ

三

思

し

て

も

、

は

か

に

日

し

な

い

?

力

機

騒

ハ

¥

川

行

一

~

夕

、

て

い

ま

す

。

明

柄

引

2
一
1
一
1
二
一

E
ン
?
と
し
て
の
大
洲
病
院
一
が
あ
れ
は
、
自
分
の
旧
も
県
に
お
か

5
開
設
J
(鶴
岡
イ
議
ふ
r
h
x
ペ

評

議

以

上

主

つ

に

五

遣

い

」

も

地

L

I

一

一

↑

一

一

一

が
大
き
く
議
す
る
も
の
品
川
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
o
し
会
「
り
多
麟
監
騒
騒

bMEANぷ
¥

上

京

U
と
じ
で
で
有
利
益
が
、
宮
パ
一
;
一

1
7一一

輔
輔
騨
離
鞠
轍
鮒
糊
鯛
イ
ト
川
J

一州市品川一一uyJUP--一三人
i

i

上

J

1

。

1

主

一

ノ

数

一

一

一

一

一

一

日

し

川

上

員

に

三

一

五

片

山

刊

誌

刊

行

ケ

路

ぷ

泌

異

議

市

川

口

町

れ

FELT--一

〈

-
H
U
T
-
一

ぐ

4

1

J

縦

鱗

繍

鱗

輔

鞠

融

機

内

?

一

h

J

縦

一

吋

M

h

~

J

d

t

d

b

I

一

首

学

一

一

一

一

一

一

貫

立

山

本

5

5

5

せ

ん

さ

す

っ

こ

の

よ

う

な

観

点

主

主

で

共

議

審

議

L

μ

J

ん
γ
3
1
5蕊
わ
す
と
動
力
需
を
一

0
0
と

し

た

一

↑

一

一

一

一

一

れ
J
寸
仇
し
た
@
一
同
位
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
て
ノ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
イ
ナ
ツ
マ
ヨ
コ
ハ
有
川
忌
が
あ
り
ま
す
が
一
、
労
力
効
巣
場
合
、
町
J

中
散
布
は
ん
六
と
な
り
、
ぃ
一
別
粛
は
に
け
幅
い
卜
リ
一
一

芝
書
.
需
に
よ
三
作
一
こ
の
共
同
院
で
百
に
散
布
で
J
J
Q
U
ィ
、
ヒ
メ
ト
ヒ
ウ
ン
カ
2
3
2
2
2
1
一
つ
で
し
さ
っ
か
。
く
ら
か
き
な
っ
て
い
ま
す
。
遅
の
一
己
|
|
凶
恒
L
m
l同
一
一

や
そ
烹
の
大
被
害
に
対
す
る
民
家
の
面
積
は
、
せ
い
ぜ
い
四
l
五
ヘ
ノ
タ
l

は
水
同
た
け
で
な
く
、
ア
ゼ
や
水
路
の
(
芳
一
凶
)
点
は
年
々
散
布
而
積
か
唱
加
し
て
い
る
(
写
真
は
、
新
谷
地
区
で
興
一

県に

w一
部
一
す
る
決
ル
で
す
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
寸
と
一
草
む
り
な
と
公
川
に
散
布
し
な
げ
れ
ば
地
上
散
町
と
の
労
力
の
比
校
の
で
も
っ
と
安
く
な
る
で
し
ょ
一
コ
。
薬
を
ま
く
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
)
一

難

大
洲
小
学
校
講
生

毎
月

:!;h'
貯
州
ぴ
参
伊
い
J
山

V

E
u
b
y
a

骨
阿
脳
‘

m£

日

税
金
の
不
満
や
川
情
を
な
く
す
る
こ
と
は
、
閉

る
い
納
説
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
ず
必
要

な
こ
と
で
す
。

税
の
相
訟
機
関
と
し
て
は
、
国
税
局
に
協
議
団

が
お
か
れ
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
栂
談
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
が
、
脱
務
ぷ
そ
の
も
の
が
、
も
っ
と
納
税

口町一一
H
H
刊
誌
一
一
心
者
の
み
な
さ
ん
に
、
お
気
併
に
相
談
し
て
い
た
だ

m
R
3
L掛
川
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

一
一
君
臨
そ
こ
で
、
毎
月
昔
、
十
五
弓
ご
十
五
日
を

間四一一一一一一日一
H
F
m

「
税
の
相
談
百
」
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
次
の

よ
う
に
凋
到
佐
官
/
げ
な
つ
こ
と
に
な
り
ヰ
℃
た
。



夏

体

み

が

、

堤

つ

き

ま

し

た

。

子

ど

も

一

大

き

な

比

取

を

し

め

て

い

ま

す

。

ふ

だ

一

そ

し

て

設

置

者

に

対

し

て

は

補

助

金

を

た

ち

に

と

っ

て

こ

の

時

期

は

自

然

と

一

ん

は

話

さ

な

い

お

と

う

『

」

ん

も

っ

と

め

一

交

付

し

ま

す

。

補

助

金

の

範

囲

は

原

則

親

し

む

最

も

恭

し

い

と

き

で

す

。

や

や

一

て

話

題

の

中

に

入

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

一

と

し

て

設

置

費

の

二

分

の

一

明

何

度

で

す

も
す
る
と
そ
の
開
放
感
は
、
水
制
や
不
一
ぅ
。
ま
た
「
お
は
ょ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
↑

J

品
南
品
川
リ
一
が
、
閏
雲
仙
は
一
万
円
ま
で
、
最
氏
は
千

慮
の
事
政
を
起
し
た
り
、
青
少
年
の
不
一
な
ど
白
川
恨
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
-
つ
約
一
ー
ィ

J

一
円
、
千
円
未
満
の
一
設
置
費
は
全
額
市
が

黒

山

の

原

因

と

も

な

っ

て

い

ま

す

。

一

夜

を

し

ま

し

ょ

う

。

一

パ

イ

要

ぢ

メ

ジ

一

負

担

し

ま

す

。

ま

た

九

月

末

ま

で

に

設

こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
市
で
は
問
係
一
一
ニ
、
青
少
年
の
不
良
他
を
山
止
す
る
一
メ
し
た
所
に
発
生
す
一
貫
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
四
国
電
刀

者
と
は
か
つ
て
、
次
の
よ
う
な
「
夏
の
一
不
良
文
化
に
近
づ
か
せ
な
い
の
が
ま
一
る
よ
う
に
、
犯
罪
は
一
が
三
百
円
の
割
引
を
い
た
し
ま
す
。

青
少
年
を
守
る
運
動
」
を
展
開
す
る
J

二
ず
大
切
。
ま
た
夜
遊
ひ
や
、
附
女
子
の
一
附
い
所
に
発
生
し
ま
一
地
区
内
に
お
い
て
十
分
お
話
し
合
い

と
に
脅
J

ま
し
た
。
一
人
だ
け
で
は
な
一
単
独
外
出
ネ
』
や
め
ま
し
ょ
う
。
若
い
エ
↑
す
。
ま
た
交
通
事
政
一
の
つ
主
設
自
慢
さ
れ
る
と
き
は
早
急
に

か
な
か
守
り
に
く
い
も
の
で
す
。
語
一
一
ネ
ル
ギ
l
を
発
散
さ
せ
る
に
は
、

v
一

当

時

」

が

原

因

の

一

申

請

書

廷

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

そ
し
て
地
区
全
体
で
実
行
し
ま
し
ょ
う
一

Y
M
U
な

ど

迎

切

な

指

導

者

の

キ

ヤ

ン

一

一

一

一

も

の

が

多

く

発

生

し

て

1111111111---

一

、

百

少

年

の

健

医

付

守

る

一

プ

大

会

ヤ

子

ど

も

会

な

ど

に

参

加

さ

せ

一

一

※

い

ま

す

。

一

一

て

い

ま

す

。

一

判

の

ラ

ジ

オ

体

服

、

怒

に

は

大

人

一

る

。

一

一

心

と

勿

年

度

の

死

亡

者

四

百

四

十

人

の

う

一

も
参
加
し
ま
し
ょ
っ
、
そ
し
て
つ
と
め
一
問
、
水
に
よ
る
事
以
か
F

何

百

少

年

三

}

夜

忠

告

を

一

一

、

ブ

ル

卜

!

?

工

事

の

受

託

料

ち

、

四

五

%

は

成

人

病

で

死

亡

し

て

お

一

て
民
一
で
運
覇
し
ま
し
ょ
h

っ

。

叫

に

や

↑

守

る

一

楽

し

く

す

る

た

め

に

一

実

際

に

作

業

し

た

時

間

当

り

り

ま

す

。

け

て

民

一

尽

に

な

っ

て

こ

そ

ぼ

で

あ

り

、

一

毎

年

行

な

わ

れ

て

い

る

二

と

で

す

が

一

市

で

は

、

芸

巧

一

二

、

=
δ
O円
予

一

段

法

と

し

て

は

ど

っ

し

て

も

、

早

川

比

一

肢

の

シ

ン

ボ

ル

で

す

。

↑

わ

か

っ

て

い

る

か

ら

と

い

う

甘

い

考

え

一

屯

力

A
在

と

協

力

し

言

、

工

主

詫

の

大

き

さ

期

発

見

、

早

期

治

療

を

行

芯

つ

こ

と

が

↑

二
、
川
る
い
家
出
づ
く
り
に
つ
と
め
一
が
事
故
の
も
と
ο

注

意

は

く

り

返

し

て

一

て

、

防

犯

灯

割

引

間

運

一

ィ

、

開

制

友

び

政

凶

作

業

一

以

歩

以

上

先

決

で

す

。

一

る

一

躍

さ

す

ιつ
に

。

ま

た

、

震

も

と

一

動

を

進

め

る

こ

と

に

一

ロ

、

道

路

に

つ

い

て

は

延

長

三

十

茂

次

の

と

お

り

市

内

各

地

で

成

人

病

検

一

uJet-(

不

良

化

の

原

因

に

警

円

の

問

題

が

了

も

に

行

く

議

員

で

す

。

一

な

り

ま

し

た

。

一

上

。

孝

行

な

い

ま

す

。

ぜ

ひ

診

断

を

つ

け

一

義

絞

際

そ

市

殴

際

J
T

J
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1

一
ま
し
ょ
う
o

一
点
阿
盟
明
細
・
5
揃
副
問
問
u

也

主

り

ド

ヒ

ー

ま

一

長

時

見

守

一

枚

一

七

一

訪

問

M
J
H
一
関
川
一
て
肝
心
わ
り

u群
れ

れ

一

刊

誌

U
J祝
日

抗

日

一

受

話

器

は

正

し

く

一

諸

問

日

対

話

一

O
域

開

誠

純

計

一

J
料
品
問
綴
宮
司

i
t
-
-
J
A
V
同

日

島

問

瓦

韓

日

同

時

上

長

野

主

主

深

1
Jか
け

ま

し

ょ

う

一

在

日

間

刊

誌

斜

一

日

開

一

一

日

詰

問

耕

一

一

時

μRhum科技

h
向
。
く
一
ら
ご
出
川
く
だ
さ
い
。
な
お
請
に
一
望
し
て
は
理
一
大
量
に
お
一

1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
-
-
1

一

一

障

が

続

出

事

る

場

合

に

は

、

お

取

り

は

一

O

同
十
八
日
(
官
字
三
一
い
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
シ
ャ
ツ
一
校

f
iを叶
日

H
M
f一
医

科

ω一
三

一

長

い

四

日

刊

い

時

閥

均

一

丈

夫

で

衛

生

的

な

一

が

訪

日

H
M
1
3り
一

混

同

訪

れ

れ

は

即

日

一

両

首

時

下

二

百

科

目

得

点

人
(
旧
地
主
の
被
買
収
地
位
J

の

実

態

一

買

収

さ

れ

た

当

時

の

害

に

く

わ

し

一

一

定

罰

禁

増

加

し

つ

つ

あ

る

果

実

の

一

ゴ

ミ

箱

て

ノ

一

大

測

量

宮

下

山

望

書

し

ま

し

た

一

ま

す

。

一

O

同
二
十
五
日
(
平
野
小
学
校
講
堂
一
層
か
ら
守
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

に
つ
い
て
、
著
者
署
の
竺

1

i

I

l

l

i

-

-

l

i

-

-

一
生
産
売
に
広
大

Zこ
と

に

よ

っ

一

円

⑨

ザ

⑨

一

と

こ

ろ

」

著

書

昔

、

受

一

課

窓

チ

ヨ

ッ

卜

し

た

心

づ

か

い

一

0

同
ニ
土
ハ
自
主

8
3
5天気
2
5
4し

告

に

よ

る

調

査

を

行

な

い

ま

す

の

て

一

一

て

再

開

T
の
生
産
性
完
全
っ
と
一
市
で
あ
っ
せ
ん
一
話
器
は
ず
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぉ
言
障
も
な
く
、
便
利
で
よ
い
結
果
に
一

o
間
三
十
日
(
喜
多
韓
国
)
↑
入
れ
の
湿
気
を
は
ら
い
、
フ
ト
ン
類
を

警

は

次

の

在

留

意

し

て

申

告

し

一

成

果

を

あ

げ

る

ブ

ル

ト

l
ザ

l
一

努

力

し

て

い

ま

す

。

一

一

話

し

が

で

差

く

て

君

主

一

な

り

手

。

な

に

と

ぞ

よ

ろ

し

く

亘

O

国
一
干
百
(
久
米
小
学
校
)
一
干
し
ま
し
ょ

1
衣
類
、
嘉
吉
誌

で

く

だ

さ

い

。

一

一

ブ

ル

ト

!

?

は

、

こ

の

慌

な

事

業

一

壊

を

誤

信

し

て

い

る

二

の

社

会

課

へ

お

申

込

み

く

だ

さ

い

。

一

大

へ

ん

支

障

を

き

た

し

て

お

り

ま

す

。

一

力

を

語

い

申

し

あ

げ

ま

す

。

一

O
八
月
八
日
(
保
子
野
分
教
場
)
一
明
書
類
な
ど
、
カ
ピ
の
生
F

え
て
い
る

品

開

員

三

十

一

日

ま

し

果

樹

園

の

造

成

事

業

進

む

一

昨

日

計

盟

主

計

三

日

官

舞

盟

問

揺

れ

は

一

大

洲

電

報

電

話

局

員

H
E
2
3
5
u

昨

日

!

日

待

日

訂

正

日

間

百

一

監

禁

足

一

混

在

日

目

一

拡

鎚

暗

唱

↑

伝

日

告

見

成

人

病

無

料

一

H
本

脳

炎

一

品

目

く

豪

が

す

す

み

喜

ん

事
務
局
一
市
内
農
協
議
協
議
会
系
心
と
し
て
一
撃
の
新
し
い
果
関
室
ら
れ
ま
し
一
え
て
い
ま
す
の
で
、
山

it--孝い
の
で
市
で
は
焔
入
会
と
協
一
機

JV-J-
鯛
織
に
J

-

つ

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

ま

が

タ

イ

ヤ

ル

一

一

予

防

接

種

一

星

河

の

変

わ

っ

た

ザ

撃

を

作

る

の

も

1肖
一

望

さ

れ

、

雪

組

の

棄

さ

電

子

一

括

な

ご

利

用

車

つ

十

仁

川

」

力

し

て

、

写

真

の

よ

う

な

司

、

富

乞

議

機

伊

j
知

麟

附

で

つ

な

が

る

即

時

区

間

、

松

山

内

子

一

一

斉

検

針

十

一

一

つ

の

手

段

で

す

が

、

毎

日

欽

む

み

そ

i
l
l
1
l
i
l
i
a
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
-
i
l
l
l
l
l
i
l
l
l
l
i
一
宿
泊
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ず
エ
一
F

藍

顎

騒

議

一

へ

お

か

け

に

な

っ

た

と

き

、

主

し

の

一

一

層

l
午
後
一
時
よ
一
時
し
る
を
お
い
し
く
作
っ
て
み
る
ご

の
は
習
は
い
な
い
と
い
う
話
近
.
桜
花
の
中
巨
人
し
き
す
る
と
、
そ
の
ま
、
恐
ろ
し
い
選
(
一
チ
レ
ン
で
出
来
て
お
り
、
ふ
た
が
さ
つ
場
臨
酔
臨
膨
験
講
あ
と
受
一
員
正
し
く
か
か
っ
て
い
な
一
近
二
争
中
、
ガ
ン
、
最
病
可
一
言
空
一
干
円
(
率
的
め
て
こ
い
お
代

2
い
う
こ
と
に
な
っ
;

健

康

で

す

。

し

か

し

A
2
3
と
を
矧

2危
険
伝
言
し
た
き
り
ゆ
っ
)
君
、
官
脳
膜
一
ち
り
し
ま
り
ま
ず
か
ら
、
さ
ひ
号
、
議
臨
輔
期
問
一
ぃ
長
度
審
議

Z
A
R
f自告
順
位
一
の
注
射
を
受
け
る
者
)
、
喜
一
年
寄
り
民
主
に
事
ば
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
結
仔
対
す
る
似
抗
力
が
が
っ
て
こ
の

E
2
2
2か
っ
て
い
え
量
さ
」
く
さ
っ
た
り
せ
ず
、
買
わ
か
ず
、
私
選
議
一
¥
い
て
メ
ー
タ
ー
習
志
に
な
り
市

3
し
か
も
こ
の
死
亡
率
喜
一
(
年
こ
注
射
を
受
け
た
者
)
そ
れ
に
は
ダ
シ
の
と
晃
が
大
事

赤
ち

2
2にと
っ
て
、
予
防
余
な
い
ま
い
え
る
わ
け
で
す

0
5け
、
?
っ
て
い

5
2
2
1乳
課
長
一
そ
し
て
持
ち
運
び
に
も
黒
字
。
一

i
f与一ま
す
の
で
、
引
に
ご

f
i
z
z
-
-ずの傾一
0
日

れ

一

煮

干

し

は

、

細

か

く

し

て

2

注
射
は
、
円
の
上
の
タ
ン
コ
ブ
的
主
下
す
か
ら
、
B
C
C
信
組
を
し
て
、
計
し
く
検
べ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
応
が
躍
に
な
っ
た
官
、
至
高
一
ザ
〕
希
望

ω百
.

婦

人

会

、

ま

た

は

市

一

芝

、

蓄

が

販

売

し

て

い

る

宮

向

に

あ

り

ま

す

ω
大
洲
市
で
ゐ
て
み
る
↑
大
洲
雪
幼
話
宅
月
十
音
一
か
ら
人
れ
て
沸
脱
し
た
ら
寂
品
し

で
す
。
そ
れ
か
と
い
っ
て
、
し
な
い
で
体
に
結
核
問
へ
の
抗
刀
だ
け
を
つ
け
せ
ん
。
発
闘
に
ま
で
な
っ
て
い
な
け
れ
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
同
悦
は
な
く
と
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-

-

I

l

l

i

-
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1

1

』
一
)
大
洲
会
蓋
向
、
十
円
土
手
。
こ
と
に
煮
干
し
を
い
き
な
り
削

終

日

刊

誌

翌

日

の

一

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

と

が

品

川

日

持

続

可

一

一

一

一

一

農

事

メ

モ

訪

問

司

日

刊

手

入

れ

に

十

一

四

副

主

い

す

る

お

そ

れ

が

一

日

村

山

戸

時

H
E
L
d連
絡

所

白

十

日

二

日

日

刊

誌

は

持

在

日

両

日

一

B
℃

G
接

種

目

日

三

一

一

込

診

主

一

日

モ

副

知

町

一

一

口

九

一

}l(Iu--たほ
タ

ネ

一

一

一

息

子

島

空

間

十

一

昨

日

刊

誌

ド

グ

ン

ア

品

目

刊

誌

M
T
u
f
f
-かし
B
C
ば
そ
の
一
年
間
は
過
労
号
、
向
お
じ
刊
誌

UMMM12企
伶
照

A
一

九

日

舗

を

早

期

に

告

す

一

ビ

位

以

弓

M
J
r
u日
一

一

日

守

一

町

時

)

白

一

明

(

…

U
品

目

。

部

長

一

一

駐

日

目

詩

口

ま

計

十

世

代

片

山

刊

誌

試

作

昨

日

目

当

抑

止

¥

ト

1
U
L一
一

一

財

駐

日

時

な

い

主

っ

と

/

に

議

す

る

こ

え

7
一一

;
p
t
(同十
七

日

百

三

一

円

以

ツ
思
)
に
よ
る
B
C
G
括
主
性
だ
っ
た
ら
、
ま
た
B
C
G
の
詰
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
こ
と
が
吟
ぽ
(
大
洲
病
院
小
罰
童
)
一
…

i述
、
一
に
わ
け
で
少
量
ず
つ
行
な
う
こ
と
。
一
@
安
タ
話
会
判
的
に
不
A
山

川

一

二

+

同

日

~

一

ン

に

変

え

て

み

ま

し

ょ

っ

。

取

り

は

ず

り

は

?

性

と

い

-

つ

こ

と

は

、

そ

は

同

日

日

は

、

乙

石

川

ι出
ド

引

一

一

片

一

一

同

訪

問

べ

ば

い

一

一

一

、

川

一

物

け

同

月

一

1
1一
同

1

日

早

川

刊

し

-ku托
公

民

館

而

十

円

、

一

日

日

日

刊

誌

一

|

|

明

V

引

制

引

剣

劇

(2) 

盲コ

1 0日

一一楽しい夏休みのために

-青少年を守ろ

昭和 38年 7月割支彊iI子持害州声ζ号ヲ8 分
e

つ
け
よ
う
防
犯
灯

二

分

の

一

市
で
川

Vグ'
i 

ら

す

b 

V
民
芸
展
(
階
上
)

大
衆
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
陶
磁
器
、
織
物
、

漆
器
、
各
種
調
度
品
、
彫
刻
等
百
余
点

V
矢
野
玄
道
展
(
階
下
)

郷
土
の
生
ん
だ
先
桁
玄
道
先
生
の
書
幅
、
短
冊
、
文

柄
等
五
十
余
点

。
会
期

七
月
一
日
i
三
十
一
日

(
午
前
九
時
か
ら
守
後
五
時
ま
で
)

「ア
y

あ
ぶ
な
い
」

子供を水の事故か

守りましよう

水
の
事
故
防
止

土

郷

館

大
洲
城
山

柳
沢
公
民
館
(
同
十
一
日
、
ヰ
八
日

三善
i
三
善
運
鍾
防
(
同
、
十
一
日

十
八
日
)

上
須
戒
:
上
須
戒
小
学
校
(
同
、
十

六
日
)
上
須
煎
診
療
所
(
同
、
十

一
日
、
十
八
日
)
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